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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は高等植物における葉酸化合物の生化学的役割に関して行なった研究の成果をまとめたものであ

って 8 章か らなっている｡

第 1 章は緒論であって本研究の目的, 意義ならびに研究の経過などについて記述している｡

第 2 章では本研究の目的のために葉酸欠乏状態の幼植物を育成することを試みた結果について述べてい

る｡ 試料として小麦およびエソ ドゥの種子を用い, これに種種の濃度 のサルファ剤を 吸収させてそ の発

芽生長を 観察L sulfanilam ideでは10-2M , 5-m ethyl-3-sulfanilam ide isoxazole(M Sと略記する)では10-3M

で著しくその生長が阻害されることを認めた｡ このようにサルファ剤によって生長阻害をおこしている幼

植物に種種の合成した葉酸化合物 (10-4M ) を与えるとその阻害が除かれて幼植物の 生長が回復し て くる

が, とくに緑葉中に存在する葉酸化合物に近似した構造のものはどサルファ剤による生長阻害を除く作用

が強いことを見出し, サルファ剤による幼植物の生長阻害は栢物体内における葉酸化合物の生合成が抑制

されることによるものであることを示唆した｡

第 3 章ではM Sを吸収させたのち発芽させて生長阻害をおこしているエソ ドゥ幼植物群 (M S群と略記す

る) ではその体内における葉酸化合物の生合成が阻害されていることを明らかにして第 2 章における推論

を実証した結果について述べている｡ すなわち, 蒸留水で発芽させたエソ ドゥ幼植物群 (正常群と略記す

る) とM S 群とにおける葉酸化合物の消長を 6 日間にわたって検 討した結果, 正常群では生長とともに葉

酸化合物が著しく生合成されてくるのにたいして M S 群ではその生合成が強く抑制されていることを明ら

かにした｡ またエソ ドゥ幼植物中に生合成される葉酸化合物は葉酸助酵素 の形態 であって その生 成量が

M S 群では著しくすくないことを tetra女olium bioautography によって確認した｡ これ らの結果か ら適当

な濃度のサルファ剤を吸収させたのち発芽させて得 られる生島阻害をおこした幼植物は葉酸欠乏状態であ

ると結論した ｡

第 4 章では M S群と正常群との 発芽時における全窒素, アミド態窒素, 全 リンおよび リボ核酸 (RN A
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と略記する) の消長をめばえと子葉とにわけて検討した結果について述べてお り, M S 群ではそれらの代

謝がいずれも著しく抑制されていることを明らかにしている｡

第 5章では第 4 章の結果によってM S群では R N A の代謝になんらかの障害が起こっていることか ら

R N A に関連する代謝中間物質がその体内に蓄積される可能性があることを想定し, その代謝中間物質の

検出について検討した結果を述べている｡ すなわち, M S 群と正常群との 幼植物を めは えと子葉 とにわ

け, それぞれのホモジ- ネー トのろ液の濃縮液についてクロマ トグラフ法によって種種検討をした結果,

ニンヒ ドリン反応, オルシソ反応および リン酸エステル検出反応に陽性な物質が M S 群にのみに特異的に

蓄積されていることを見出した｡

第 6 章では代謝中間物質の単離精製法とその化学構造に関して検討を行 なった 結果に ついて 述べてい

る｡ 著者は M S 群のエソ ドゥ幼植物のめばえ 1 kgのホモジェネ- トか ら主として D ow ex11のカ ラムクロ

マ トグラフ法によってこの物質16.5mgをB a塩として純粋に単離することに成功し, この物質の R f値, そ

の構成成分の種類と分子比, 元素分析ならびに赤外吸収スペクトルなどの結果か らこのものは N ･glycyl-

5-phosphoribosylam ine (glycinam ide ribonucleotide, G A R と略記する) であることを 同定し葉 酸欠乏

状態のエソ ドゥ幼植物中に特異的に蓄積される物質はG A R であることを証明した｡

第 7章では M S 群および正常群のエソ ドゥ幼植物に G A R の前駆体と考えられるグリシン- 1- C 14を吸

収させる in LU iv o の実験によって高等植物におけるグリシンか らのプ リンヌクレオチ ドの生合成経路につ

いて検討し, M S群では正常群に比べてグリシン-L C 14 のG A R 画分- のとりこみが2倍以上高いのにたい

してR N A 画分- のとりこみは著しく低く, とくにR N A を構成しているプリンヌクレオチ ド- のとりこみ

が 葉酸欠乏状態である M S 群でははなはだしく低い ことを 見出した｡ これ らの結果か ら高等植物におい

てもグリシンか らG A R を経由するプリンヌクレオチ ドの生合成経路が存在し, かつG A R が葉酸欠乏状態

の幼植物に特異的に蓄積されることか ら高等植物における葉酸化合物の生化学的役割のひとつは植物体に

おけるプ リンヌクレオチ ドの生合成においてその代謝中間物質である G A R の代謝における助酵素として

直接的に関与することであると結論している｡

第 8 章は要約ならびに結論である｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

葉酸化合物は人間やサルの抗貧血因子として, またヒナやある種の微生物にたいする生長促進因子とし

て見出されてきたビタミン B群のひとつであって,動物,植物, 微生物中に広く分布することが知られてお

り,近年,動物および微生物においてほ核酸関連化合物やアミノ酸類の代謝における- C H O 益, - C H 20 H

基, - C H - N H 基などの 1- C 単位の酵素的転移反応の助酵素として作用することが明らかにされて坐体

におけるその生化学的役割の重要性が注目されてきているものである｡ 本来, 葉酸とい う名称は緑葉中に

多く含まれている乳酸菌の生長因子としてラテン語のくtfolium "にちなんで名付け られたのであるが, 高等

植物におけるその生化学的役割についてはほとんど不明のままであった｡

本研究ではこの間題を解明するために, まず葉酸欠乏状態の幼植物を育成することを試み, 種子に適当

な濃度のサルファ剤を吸収させたのち発芽させて得 られる生長阻害をおこした幼植物が目的とする葉酸欠
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乏状態のものであることを証明した｡ つぎに, このような葉酸欠状乏態のエソ ドゥ幼植物中に特異的に蓄

積される代謝中間物質を発見してこれを単離し, この物質が glycinam ide ribonucleotide であることを実

証した｡ この物質は動物や微生物においてプ リンヌクレオチ ドの生合成における初期の代謝中間物質とし

てすでに知 られていたものではあるが, このものが植物か ら単離 ･同定されたのはこれが初めてであ って

その意義はきわめて大きい｡

さらに著者はグ1) シソ-1-C 1 4 を用いた in m 'voの実験によって高等植物においてもグリシンか らglycin

am ide ribonucleotide を経由するプリンヌクレオチ ドの生合成経路が存在することを証明して, 高等植物

における葉酸化合物の生化学的役割のひとつは glycinam ide ribonucleotide の代謝における助酵素として

関与することであることを初めて明らかにしたのである｡

以上, 著者の行なった研究の成果は方法論的にこの方面の研究に多くの示唆を与えるばか りでなく, こ

の分野の生化学の発展に貢献するところすこぶる大である｡ よって本論文は農学博士の学位論文として価

値あるものと認める｡
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